
経済・財政一体改革に係る先進・優良事例選定プロジェクトについて
（説明資料）



１．経済・財政再生計画及びアクション・プログラムの概要①

 「経済・財政再生計画」及び「経済・財政再生アクション・プログラム」は、2020年度までに、国・地方

の基礎的財政収支を黒字化させることを目標として、経済財政全般にわたる諸改革を計画的に推
進していく為に、昨年末までに取りまとめられた、政府の基本的な指針である。

 「経済・財政再生計画」及び「経済・財政再生アクション・プログラム」は、経済再生と財政健全化を
相対立するのではなく、両立させるべき関係と位置付けるとともに、その進め方については、トップ
ダウンではなく、個々の改革の取組と関係者・現場の創意工夫を重んじるボトムアップによるものと
している。例えば、健康増進・疾病予防、コンパクトなまちづくり、業務改革とIT化の一体的推進など
の取組を通じて、行政サービスに係る需要・供給を現場から変えていこうとするもの。

 諸改革をボトムアップで進める為の主なアプローチとして、（ⅰ）公的サービスの産業化、（ⅱ）イン
センティブ改革、（ⅲ）公共サービスのイノベーションを掲げている。

（ⅰ）公的サービスの産業化

公共サービス（行政が提供するサービスのほか、医療・介護、子育てなどの公的保険制度や公
費負担によって提供される社会保障サービスを含む）やそれと密接に関わる周辺サービスについ
て、民間企業等が公的主体と協力して担うことによって、サービスの選択肢の多様化、サービスの
効率化を図るとともに、新たな成長のタネを発掘・伸長させること。

（ⅱ）インセンティブ改革

公共サービスの質の向上に取り組む必要性に対する気付きを広げ、現状を変えていく動機付け
をすることによって、住民や保険者、企業等の行動変化につなげ、公共サービスの量的な増大を
抑制するとともに、経済・財政の再生に向けた前向きな改革を促すこと。

（ⅲ）公共サービスのイノベーション

公共サービスに対する需要・供給構造に関する情報や地域間、保険者間の差異に関する情報
等の「見える化」を進めることや、公共サービスに係る業務の簡素化・標準化、先進的な取組の普
及・展開を進めること。
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 現状のままでは、2020年度において、経済が好調な場合には、▲6.5兆円程度、成長率が低い場合には
▲12.4兆円程度の赤字が依然として生ずることが見込まれるところ、こうした状況の改善を図るため、「経済・
財政再生計画」及び「経済・財政再生アクション・プログラム」に沿って、経済・財政全般にわたる諸改革を計
画的に推進していく。

 「経済・財政再生計画」及び本プログラムでは単純な歳出削減による基礎的財政収支の改善では
なく、経済と財政の一体的な再生を目指す。公共・公的サービスは我が国の経済活動の中で大き
なシェアを占めているところ、先進的な取組、優良な事例の展開を図ることによって、サービスの質
の改善を図ることで、経済再生へとつなげていく方針。

 歳出抑制に関しては、公共・公的サービスに対する需要の地域差が大きいことに注目し、先進的な
取組、優良な事例を全国展開し、こうした地域差の縮小を図っていくことによって、全体としての増
勢を抑制していく方針。

 こうしたボトムアップの諸改革が所期の目標達成に向けて寄与しているかどうか等については、KPI 
の点検・評価や、マクロ・セミマクロの観点からの経済財政状況の点検・評価を定期的に行う。その
上で、必要な見直しを加えながら、いわゆるPDCAサイクルを回していく。



２．先進・優良事例選定プロジェクトについて

 先進事例

先進事例とは、社会保障、社会資本整備、地方行財政等分野での行政上の課題に対して、従前とは異
なった、新たな手法の導入や大幅な見直しなどによって改善、解決を図る取組例のこと。

 優良事例
優良事例とは、行政上の課題に対して、一定の改善、解決が図られていることが客観的指標や住民の

満足度等で測定できる程度まで成果があがっている取組例のこと。

 先進・優良事例
先進・優良事例とは、上二記の両方にあたる取組例のこと。

＜選定の考え方＞

４月上旬～５月10日 公募

５月中旬～６月中旬 選定作業（現地ヒアリング、一体改革推進委員会専門委員による講評等）

今夏頃 公表（内閣府ＤＢ上に掲載、政府広報（各種媒体、シンポジウム等）での紹介等）

（選定された取組への表彰等につき調整中）

＜今後のスケジュール＞
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（例１）独自にお達者度（要介護度２～５でない状態）を算定して、県下の市町村における
健康増進を推進している静岡県の取組例

（例２）遊休公有地を利用して、等価交換の手法によって、新規の財政負担を生じさせず、
市の再開発に取り組む千葉県流山市の取組例

（例３）主要分野毎にベンチマークとなる指標を共同開発して分析、共有し、各々の事業に
利活用している群馬県下の市町村の取組例

＜先進・優良事例の例＞



３．先進・優良事例（例１）

（備考）平成28年２月１日第７回経済・財政一体改革推進委員会
静岡県森町提出資料より抜粋 4
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（備考）平成28年２月１日第７回経済・財政一体改革推進委員会
千葉県流山市提出資料より抜粋

３．先進・優良事例（例２）
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（備考）平成28年２月１日第７回経済・財政一体改革推進委員会
千葉県流山市提出資料より抜粋

３．先進・優良事例（例２）

7



３．先進・優良事例（例３）

（備考）群馬県立女子大学教授・群馬学センター副センター長熊倉 浩靖
評価クオータリー寄稿論文「業務改善と地方創生のツール 市町村行政評価ベンチマーク」より抜粋 8


